
慈光寺（比企郡ときがわ町）

　　慈光寺へ向かう途中に「慈光寺山門跡の板碑群」がある 📹 video

https://youtu.be/oTAhW6emi2s


　　　左手から⑤～⑨の板碑



　①～⑨の9基の板碑は、鎌倉時代から室町時代にかけて造立された供養塔/➂が最も古く、1284年の銘が刻まれている



　　　　左手を見たところ



　　　　右手を見たところ



その道路の反対側には「女人道」の標石が立っていた/ここから山道を進むと慈光寺に行けるようだ



　　慈光七井」ということで、井戸が七つあるらしい



　　　「慈光七井」を探しながら、慈光寺に向かうことができるようだ



　　　　それでは青石塔婆～釈迦堂跡～開山塔～鐘楼～阿弥陀堂（本堂）～観音堂～石段～般若心経堂へと進もう



　　ここは釈迦堂跡/釈迦堂跡の後方に開山塔の覆堂が見える 📹 video

https://youtu.be/SzOvxIDDUq8


　このエリアに釈迦堂が建っていた/説明板が立っている



　釈迦堂の右手には蔵王堂が建っていたが、同じく焼失したと記されている



　こちらは開山塔が収められている覆堂 📹 video

https://youtu.be/3adECuZZioE


「開山寶塔」と記された扁額が掲げられている/この覆堂の中に慈光寺の開山者・道忠の墓とした開山塔（国の重要文化財）が収められている



　　標柱も立っているが、劣化していて良く読めない



　　国内唯一の室町時代末期の木造宝塔と記されている



　　さて、左手に進むと鐘楼がある



この銅鐘は国の重要文化財/鎌倉時代の鋳造 📹 video

https://youtu.be/bU558p3mAD4


　　　「寛元の椎鐘」とある



　　　アップで見たところ



　　　説明板/鋳物師「物部重光」が鋳造したと云う



　　　さて、そこから阿弥陀堂（本堂）方向に向かうと、屋根が倒壊している/説明板は立っている 📹 video

https://youtu.be/j4CxaKhDHkw


　　　その屋根の下には「良寛書　楷書心経」のレプリカが掲示されていたのだが・・・/これはその説明板（素晴らしい解説文だ！）



　　　こちらは「空海書　破体心経」の石碑と説明板



　　説明板



　　さて、ここが阿弥陀堂（本堂）で、正面はその四足門 📹 video

https://youtu.be/K1kOD8UddGQ


　　四足門の奥が阿弥陀堂（本堂）



　　　そこで、左手を見たところ



　　　同じく、右手を見たところ



　　　四足門に掲げられた扁額



　これは阿弥陀堂（本堂）の唐破風



　　　そこで、左手を見たところ



　　　同じく、右手を見たところ



右手のこの木は多羅葉（たらよう）/埼玉県指定天然記念物



　　　　こちらは「時の鐘」



　　　阿弥陀堂（本堂）の左手には、宝物殿がある/ここには国宝の「法華経一品経　阿弥陀経　般若心経三十三巻」が展示されている



　　　さて、次はいよいよ観音堂へと向かうが、これはその途中にある「弘法大師筆　隅寺心経」のレプリカと説明板 📹 video

https://youtu.be/jpGKwGZ8bME


　　　　右手の経題の下に、貼物があるが・・・



　　　経題の下に貼ってあるのは、江戸時代の鑑定家「古筆家」が空海の書とした極札だと云う



　　　その左手には「紺紙金字一字宝塔心経」のレプリカと説明板がある



　紺紙に金泥で宝塔を刷り、金泥で書写したものらしい



　　　説明板



　　　　前方に観音堂が見えてきた 📹 video

https://youtu.be/R5xvQKVgchY


　これが慈光寺観音堂/1803年再建/平成5年～平成9年に改修・修復が行われているが、安田工務店が携わっているようだ



　　　こちらは観音堂への本来のアプローチである石段の登り口/この石段を登り切った所に観音堂が所在する



　　石段を登り切ると、向拝の唐破風が目に飛び込んでくる 📹 video

https://youtu.be/AWCTyW6oNq0


　　向拝の先が外陣で、吹き放しの空間となっている



　　　「観音堂」の扁額が掲げられている/格子で区切られた中が内陣



　　　　説明板/江戸時代の再建/ときがわ町指定文化財 📹 video

https://youtu.be/S8Rvd3QYsfc


　　向拝の屋根下を左手から見たところ/海老虹梁や手挟み・木鼻の状況



大屋根左手の軒下を見たところ/軒は二重繁垂木/組物は三手先斗栱となっている



　細かい文様の地彫または彫刻が施された虹梁やその上の彫刻欄間が、いかにも江戸時代らしい/左手には賓頭蘆尊者坐像が安置されている



　　　　外陣の格天井と伝説の「夜荒らしの名馬」



　　　外陣の組物は二手先斗栱



　　大屋根右手の軒下を見たところ



　　　向拝の屋根下を右手から見たところ/向拝柱には文様が刻まれている



　　外陣部分を右手から見たところ/外陣は吹き放しで、履物のまま昇殿できる様式となっており、札所建築の特徴という 📹 video

https://youtu.be/XI91tRs0eNU


さて、ここは石段の登り口で、看板が立っている/左手に進むと東関東初の禅寺である霊山院が所在するようだが、右手の般若心経堂を目指す



　　右手を見ると板碑が立っていた



その更に右手には「慈光七井」の一つ、「閼伽の井」があった 📹 video

https://youtu.be/Dlean97DVtU


　　　さて、ここが般若心経堂



堂内には日本三大装飾経の一つで、慈光寺経と言われる国宝の法華経一品経の陶板レプリカ「法華経一品経　授記品第六」が展示されている



　　　これはその近くにある如意輪観音と説明板



　　説明板



江戸時代の造立



　　　　こちらもその近くにある板碑と説明板



　説明板/鎌倉時代に造立されたものの復元版らしい



　　　畠山重忠・重保父子を供養する碑とのこと



　　　これは釈迦堂近くから下界を見下ろしたところ
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